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申告期間 2月16日(月)～3月15日(月)
住民 税・
所得税の

申

告 をお忘れなく

みんなで広く公平に分かち合う税は、
私たちの暮らしを支えています。
申告期限が近づくと窓口が大変混雑し
ますので、早めに申告してください。

住 民 税
申告書の提出場所・問い合わせ先= 区・
課税課( 申 告は郵送でも受け付けます)
※申告書は2 月6 日以降に課税課、区民
事務所で配布 　3880- 5230 ・5231

申告が必要な方
①16年1 月1 日現在、区内在住で、15年中に所
得がある方

②区外に住んでいても、区内に事務所や事業所、
家屋敷がある方

申告の必要がない方
①税務署に所得税の確定申告をする方
②15年中の所得が給与のみで、給与から住民税
が天引きされている方

2 月6 日に、次の方へ申告書を送ります

①15年度の申告では普通徴収のみで、課税または
非課税となった方

②15年度に未申告で、16年1 月1 日現在、20歳以
上65歳未満の方

③65歳以上で年金収入やその他の収入が無く、扶
養になっていない方には、簡易申告書を発送し
ます

次の方には申告書を送付しません

①申告の必要がない方
②扶養になっている方
③65歳以上で、15年度は非課税となっていて、年
金の支払報告書が社会保険庁から区に提出され
ている方
④15年中に区内に転入した方 ※ 15年1 月2 日以

降に転入した方で、申告が必要な方は、申告
してください

所得が無かった方も申告を
非課税証明書の発行や、国民年金・国民健康
保険・介護保険の保険料、各種手当を決定する
ため住民税の申告が必要となりますので、該当
する方は申告をしてください。年金収入だけの
方などのための「簡易申告書」もあります。
表1　 住民税出張受付日程一覧

※ いずれも時間は、午前9時～午後4時
※ 北千住サービスセンターでは行いません

納税は口座振替が便利です(申込書は各金融機関でも配付)

所 得 税
申告書の提出場所・問ぃ合わせ先= 足
立税務署および西新井税務署( 申告書
は管轄の税務署にて郵送でも受け付け
ます・表2)

足立税務署 　3870- 8911 ㈹
西新井税務署 　3840―1111㈹

申告が必要な方
①事業所 得や不動産所得などがある方
平成15年分の各種の所得金額の合計額から基礎
控除その他の所得控除を差し引き、その金額に基
づいて計算した税額から配当控除額と定率減税
額を差し引いて残額のある方

②給与所 得がある方
・平成15年中の給与の収入金額が2, 000 万円を超え
る方

・給与を1 ヵ所から受けていて、給与所得や退職所
得以外の各種の所 得金額の合計額が20万円を超
える方

・給与を2 ヵ所以上から受けていて、年末調整され
なかった給与の収入金額と給与所得や退職所得
以外の各種の所得金額との合計額が20万円を超
える方 ※ ただし、給与所得の収入金額の合計額

から 雑損控除、医療費控除、寄付金控除および
基礎控除を除く所得控除の合計額を差し引いた

残りの金額が150万円以下で、しかも給与所得およ

び退職所得以外の各種の所得金額の合計額が20万
円以下の方は、申告をする必要はありません

③同族会社の役員 やその親族などで、その会社 か

ら給与のほか、賃借料などの支払い を受けた方
④外国の在日公館 に勤務する方や家事使 用人の方

給与の支払いを受ける際に所得税を源泉徴収され
ないこととなっている方

⑤譲渡所 得のある方

土地、建物などの資産を売却した方 ※ 譲渡所得の
特例、特別控除などは、申告をしないと受けられな
い場合があります

必要な書類
①給与収入や年金収入のある方… 源泉徴収票( 原本)
②事業所得や不動産所得のある方…青色決算書また
は収支内訳書

③寄付金控除を受ける方…控除を受けるための証明
書

表2　 税務署管轄区域一覧

※申 告書の提出は、必ず管轄の税務署にお願いします
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好
き

です。あだ ち
1月26日～2月1日
午前9 時30分/ 午後O 時30分/

午後9 時30分

ケーブルTV 足立( 9CH)

葦

立
ち

「
人
間
力
」

皆
さ
ん
、
お
正
月
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
た
か
。
早
い
も
の
で
、
ま

も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
。

先
月
の
こ
の
欄
で
、
新
し
い
年
へ

の
抱
負
と
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
ま
足
立
区
は
。

「
人
間
力
」
と
「
文
化
力
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
安
全
と
安
心
、
安
ら
ぎ

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
政
府
、
自
治
体
、
各

企
業
が
、
改
革
・
再
生
・
再
建
と
様

々
な
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
命
を
取

り
戻
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
実
と
足
元
を
し
っ
か
り
認
識

し
た
う
え
で
、
理
想
や
将
来
像
を
描

い
て
い
く
。
こ
れ
は
地
道
な
作
業
で

あ
り
ま
す
が
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
新

し
い
仕
組
み
を
構
築
し
、
日
本
を
変

え
て
い
く
志
の
大
き
な
活
動
で
す
。

当
然
、
若
い
世
代
へ
の
期
待
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
道

筋
を
つ
け
る
責
任
は
私
た
ち
大
人
の

世
代
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
世

代
を
超
え
て
の
共
感
と
協
働
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
年
、
足
立
区

で
は
、
約
6
千
4
0
0人
が
新
成
大
と
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
大
き
な
志
を
持
っ

て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り

の
夢
が
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
夢
も
必

ず
実
現
出
来
ま
す
。

I
T
時
代
や
ネ
ッ
ト
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
に
あ

っ
て
も
、
変
化
を
創
造
し
て
い
く
の

は
、
人
の
想
い
や
知
恵
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
人
間
力
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。今
年
も
、
区
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
を
基
礎
に
、
区
政
運

営
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 16年1 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 291, 329 人口: 643, 909人(男: 324, 922人、女: 318, 987人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

1 月27 日

か ら 受 け 付 け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)
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福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の

H
～
1
月
分
を
、
届
け
出
の
預
金
口

座
に
2
月
1
0日
ご
ろ
に
振
り
込
み
ま

す

問
先
=
障
害
給
付
係

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」

専
門
職
員
(
非
常
勤
)
募
集

職
種
・
問
先
等
=
表
I

採
用
期
間
=
4

月
～
1
7年
3
月
(
更
新
可
)

選

考
=
一
次
審
査
(
書
類
)
お
よ
び
二

次
審
査
(
面
接
)

申
込
=
履
歴
書

(写
真
貼
付
)
、
資
格
証
明
(
写
し
)

を
郵
送

期
限
=
2
月
6
日
必
着

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ

し
す
と
」
庶
務
係

〒
1
2
1
・
0
8
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梅
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3
-
3
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5
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0
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表1　 障害福祉センター「あしすと」専門職員( 非常勤) 募集一覧

※いずれも募集人数は、各職種1 人( 選考) です

小
児
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室

子
ど
も
の
ぜ
ん
息
の
治
療
や
日
常

生
活
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い

る
疑
問
に
小
児
科
医
が
お
答
え
し
ま

す
。
日
時
=
2
月
H
日
悦
、
午
後
2

時
～
4
時
場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ

ア

対
象
=
区
内
在
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の
ぜ
ん
息
児

お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
小
児
科

医
に
お
け
る
講
演
「
小
児
の
ぜ
ん
息

相
談
教
室
」
お
よ
び
質
疑
応
答

講

師
=
三
原
章
氏
(
三
原
小
児
科
医
院

医
師
)

定
員
=
2
0
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(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※
保
育
あ
り
(
事
前

に
電
話
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約
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申
・
問
先
=
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害
保
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係
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高
齢
者
の
方
に
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料
マ
ッ
サ
ー
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日
時
等
=
▽
2
月
3
日
収
・
1
7
日
収

・
:
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)
▽
2
月
1
3
日
㈲
・
2
7
日

㈲
・
:
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚

2
-
2
5
-
1
7
)
※
受
け
付
け
は
、
午

前
9
時
～
午
後
3
時
1
0
分
対
象
=

区
内
在
住
で
、
7
3歳
以
上
の
方

定

員
=
各
日
4
8人
(
先
着
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
障
害
福

祉
計
画
係

(
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精
神
保
健
家
族
教
室

「
病
気
の
理
解
と
家
族
の
対
応
」

日
時
=
2
月
W
一
日
因
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
統
合
失
調

症
の
理
解
と
家
族
と
し
て
の
対
応

講
師
=
木
村
明
生
氏
(
東
京
足
立
病

院
医
師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
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問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
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食
生
活
講
演
会

「
輸
入
食
品
情
報
あ
れ
こ
れ
」

日
時
=
2
月
4
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
輸
入
食
品

の
現
状
と
安
全
性
に
つ
い
て

定
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=
4
0

人
(
先
着
順
)

講
師
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瀬
古
博

子
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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話
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若
者
の
仕
事
も
見
つ
か
り
ま
す

。

「
あ
だ
ち

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
と
㈱
リ
ク
ル

ー
ト
が
協
働
で
運
営
す
る
「
あ
だ
ち

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
が
1
5年
H
月
に

区
役
所
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
、
1

日
平
均
約
2
0
0人
の
方
が
来
所
し
て

い
ま
す
。
1
5年
1
2月
末
ま
で
の
来
所

者
数
は
7
千
1
8
2人
、
就
職
者
数
は
2
3
1

人
で
す
(
う
ち
、
3
0歳
未
満
の
来
所

者
は
3
5
6人
、就
職
者
は
5
7人
)
。
区
民

に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
㈱

リ
ク
ル
ー
ト
も
職
業
相
談
や
就
職
支

援
の
相
談
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。特
に
若
年
者
の
方
に
は
、

適
職
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

区
内
お
よ
び
近
隣
の
求
人
情
報
を

掲
載
し
た
冊
子
を
、
区
役
所
や
区
内

の
図
書
館
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
就
職
を
考
え
て
い

る
区
民
の
方
、
き
め
細
か
く
対
応
す

る
「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
先
=

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
(

あ
だ
ち
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
内
)

(
3
8
8
0
)
0
9
5
7

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
(

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
内
)

(
3
8
8
0
)
5
5
3
9

区
・
雇
用
促
進
担
当
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)
5
1
8
2
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c
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t
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.
a
d
a
c
h
i
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t
o
k
y
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j
p
/
a
d
d
i
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0
5
/

1
5年
度
介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
合
格
者
の
方
へ

都
で
行
う
実
務
研
修
と
は
別
に
、

区
で
も
新
た
に
介
護
支
援
専
門
員
と

な
る
方
へ
研
修
を
行
い
ま
す
。
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、

各
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
連
絡
し

ま
す
。
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
介
護
保
険
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
づ
く
り
を
学
び
、
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
美
と
健
康
～
自
分
の
身
体
を
知

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
2
月
1
5
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

‥
H時
3
0分

場
所
=
六
月
住
区
セ
ン

タ
ー

内
容
=
骨
密
度
・
体
脂
肪
測

定
ノ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

2 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

2 月の献血

問先= 東京都東赤十字血液センター
5682- 2803

区・衛生管理係 　3880- 5891

り んご 湯
大きなおふろで温泉気分。りんご湯

で心と体をリフレッシュしませんか。

日時=1 月28日 場所= 区内

の各銭湯 費用= ▽ 65歳以上の
方… 200円 ▽ 小学生… 50円

申込= 当日、番台( フロント)
で年齢を告げてください( 証明
書は不要) 問先= 衛生管理係

3880- 5891

健康カレンダー　2 月の予定
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歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、
初
め

て
の
方
で
も
、
1
年
度
に
1
回
受
診

出
来
ま
す
。

2
0～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
2
月
2
5
日
圉
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0
分
に
受
け
付
け
内
容

=
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/

歯
ブ
ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う
じ
な
ど

の
補
助
用
具
を
使
っ
て
の
実
習

定

員
=
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

4
0～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=

千
4
0
0人

(先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付
し

ま
す

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

子
宮
が
ん
検
診

「
1
年
に
1

回
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
に
受

診
(
誕
生
月
か
ら
半
年
以
内
)
し
た

方
は
、
今
年
の
誕
生
月
に
受
診
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。過
去
1
年
以
内
に
、

区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検

診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。
対

象
=
区
内
在
住
で
、
3
0歳
以
上
の
女

性

内
容
=
区
内
指
定
医
療
機
関

で
、
子
宮
が
ん
の
検
診
を
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」を
明
記

※
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受
診
票
と
案

内
を
送
付
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
成

人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ベ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
∝
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
の

で
、
気
軽
に
受
診
出
来
ま
す
。
日
程

等
=
表
2
(
②
X
線
撮
影
法
胃
が
ん

検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
の
み
で
受
診
可
)
対
象
=
3
5
歳

以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た

方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と
な

っ
た
方
は
除
く
。
じ
ん
不
全
の
方
は

X
線
撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の
場

合
も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も

可
定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
希
望
日
の
翌
々

月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か

の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
2
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①

血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ

か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場

所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着

受

診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
例
え
ば
、
3

月
を
希
望
す
る
場
合
、
2
月
1
5日

必
着
。受
診
票
の
送
付
は
2
月
末
日
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0

O
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2　 消化器がん検診日程
①血液検査( ベプシノゲン法) + 検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

2
月
1
日
～
7
日
は

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

「
毎
日
の
心
が
け
が
予
防
の
一
歩
」

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
や

運
動
習
慣
、
喫
煙
な
ど
に
起
因
す
る

こ
と
が
多
く
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
が
発
病
の
予
防
、
健
康
増
進

に
つ
な
が
り
ま
す
。
区
で
は
生
活
習

慣
病
予
防
を
中
心
と
し
た
「
健
康
あ

だ
ち
9
1一
」運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
で
皆
さ
ん
の
健
康
を
応

援
し
、
元
気
で
明
る
い
地
域
社
会
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
問
先
=
成
人

保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

在宅介護支 援センター 2月の家族介護者教室

清
流
の
復
活
を
願
っ
て

1
5年
1
0月
2
6日
、小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
3
9人
が
参
加
し
て
綾
瀬
川

流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行
い
ま
し

た
。
綾
瀬
川

。伝
右
川

。毛
長
川
の

合
流
点
付
近
で
ご
み
の
量
を
調
べ
た

後
、
水
質
調
査
を
行
い
な
が
ら
綾
瀬

川
浄
化
の
た
め
の
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
(
表
3
)
。

川
を
き
れ
い
に
し
、
魚
が
住
め
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
ご
み
を
川
に
捨

て
な
い
こ
と
と
、
汚
れ
た
水
を
出
来

る
だ
け
流
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。こ
れ
か
ら
も
川
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
河
川
浄
化

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表3　 水質調査結果

※ 「COD 」= 水の汚れの程度を表す値。大きいほど汚れています

▲ 3 河川合流付近でのごみ量の調査

北
千
住
駅
西
口
駅
前
広
場
完
成
・

バ
ス
の
り
ば
が
変
わ
り
ま
す

北
千
住
駅
西
口
再
開
発
に
伴
う
駅

前
広
場
の
工
事
が
1
月
末
に
完
成
し

ま
す

。
こ
れ
に
よ
り
、
2
月
2
日
の

始
発
か
ら
北
千
住
駅
西
口
の
路
線
バ

ス
の
り
ば
が
変
わ
り
ま
す
(
図
1
・

表
4
)
。

ま
た
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
上
の
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
(
か
さ
あ
げ

式
広
場
)
は
、
2
月
4
日
か
ら
利
用

出
来
ま
す
。
デ
ッ
キ
で
は
安
全
に
歩

行
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
北

千
住
駅
ビ
ル
と
直
接
つ
な
が
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も

整
備
さ
れ
ま
す
。
問
先
=
区
・
公
共

施
設
担
当
課
公
共
施
設
調
整

(
3
8
7
9
)
5
5
1
3

区
・
北
千
住
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
7

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合

　
(
3
8
7
9
)
5
5
7
1

表4　北千住駅西口バスのりば案内( 2月2日～)

図1　 北千住駅西口駅前バスのりば
2月2 日から、バスのりばが変わります。
※ バス乗降場①～⑤については、表4を参照してください
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皆さんの意見を聞かせてください( パブリックコメント)

子育て・保育の現状をお知らせします
～足立区の子育て支援施策を一緒に考えていただく ために～

区
で
は
、
子
育
て
支
援
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
、
区
立
保
育
園
の
定
員
拡
大
や
、
都
の
制
度
で
あ
る
認
証
保
育
所

の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
就
労
支
援
と
し
て
の
保
育
事
業
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
家
庭

で
保
育
し
て
い
る
方
も
利
用
出
来
る
一
時
預
か
り
事
業
や
相
談
事
業
な
ど
す
べ
て
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
施

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
は
、
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考

え
、
議
論
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
討
論
素
材
と
し
て
、
小
冊
子
「
足
立
区
の
子
育
て
支
援
施
策
を
考
え
る
I

子
育

て
・
保
育
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
I
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ 小冊子「足立区の子育
て支援施策を考える」

【
足
立
区
の
歳
出
決
算
の
状
況
】

民
生
費
の
内
訳
(
グ
ラ
フ
1
)

民
生
費
の
歳
出
決
算
額
は
、
1
4年

度
7
1
1
億
円
に
の
ぼ
り
、
一
般
会
計
決

算
額
の
3
分
の
I
以
上
を
占
め
、
最

も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

訳
を
見
る
と
、
児
童
福
祉
費
は
民
生

費
全
体
の
約
3
割
を
占
め
、
生
活
保

護
費
の
約
4
割
に
次
い
で
2
番
目
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
費
の
内
訳
(
グ
ラ
フ
2
)

児
童
福
祉
費
の
中
心
は
、
保
育
園

の
運
営
管
理
費
用
で
、
そ
の
割
合
は

認
可
・
認
可
外
を
合
わ
せ
る
と
お
よ

そ
3
分
の
2
に
の
ぽ
り
ま
す
。

グラフ1　 民生費の内訳

グラフ2　 児童福祉費の内訳

※認可保育園とは、児童福祉法に基づき都道府県知事の認可を受けた保育施設
※認可外保育園とは、認可保育園以外の保育施設

【
保
育
園
・
幼
稚
園
・
在
宅
保
育
の
経
費
】

行
政
が
支
出
す
る
経
費
の
割
合

(グ
ラ
フ
3
)

行
政
が
支
出
す
る
経
費
の
割
合

は
、
保
育
園
向
け
が
8
割
以
上
、
幼

稚
園
向
け
が
約
1
割
、
だ
れ
で
も
利

用
出
来
る
子
育
て
支
援
事
業
向
け
が

1
割
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
1
人
当
た
り
に
か
か
る
経
費

の
比
較
(
グ
ラ
フ
4
)

総
額
は
も
と
よ
り
、
1
人
当
た
り

の
経
費
は
保
育
園
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

グラフ3　 行政が支出する経費の割合

グラフ4　 児童1 人当たりにかかる経費の比較

※ 子育てサロン事業の延べ利用者数は児童のみをカウントしました

【
保
育
園
運
営
経
費
の
内
訳
】

保
育
園
経
費
の
負
担
割
合
(
グ
ラ

フ
5
)

保
育
園
の
運
営
に
必
要
な
経
費
の

う
ち
、
保
護
者
の
負
担
し
て
い
る
割

合
は
叩
%
で
す
。
そ
の
ほ
か
は
、国
・

都
・
区
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

グラフ5　 保育園経費の負担割合

【
子
育
て
支
援
】

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
が
対
象
と

な
る
支
援

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
が
対
象
と

な
る
支
援
に
は
、「
児
童
手
当
」
と

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」
が
あ
り
ま

す
(
表
1
)
。

ひ
と
り
親
家
庭
が
対
象
と
な
る
支

援
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
が
対
象
と

な
る
支
援
に
加
え
て
「
児
童
育
成
手

当
」、「
児
童
扶
養
手
当
」、「
ひ
と
り

親
医
療
費
助
成
」
が
あ
り
ま
す
(
表
2
)

。こ
の
う
ち
「
児
童
育
成
手
当
」は

区
の
制
度
と
し
て
加
算
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

表1　 すベての子育て家庭が対象となる支援

表2　 ひとり親家庭が対象となる支援

※ いずれも所得制限などの条件あり

【
だ
れ
で
も
利
用
出
来
る
子
育
て
支
援
事
業
】

そ
の
他
の
子
育
て
支
援
と
し
て

は
、
だ
れ
で
も
利
用
出
来
る
「
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」、「
子

育
て
サ
ロ
ン
事
業
」、「
児
童
館
事

業
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
」、「
あ
や
せ
保
育
園
で
の
一
時
保

育
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
(
表
3
)
。

ま
た
、
だ
れ
で
も
利
用
出
来
る
子

育
て
支
援
事
業
に
か
か
る
経
費
は
、

保
育
園
や
幼
稚
園
に
充
て
ら
れ
る
額

と
比
べ
る
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す

(
グ
ラ
フ
6
)
。

表3　 誰でも利用出来る子育て支援事業

グラフ6　 俣育園・幼稚園との比較

【
意
見
を
募
集
し
ま
す
】

区
で
は
、
現
在
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
な
か
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
と

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。「

足
立
区
の
子
育
て
支
援
施
策
を

考
え
る

ー
子
育
て
・
保
育
の
現
状

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
ー
」
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
閲
覧
場
所
=

区
政
情
報
室
、
区
内
の
地
域
図
書

館
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す

配
布
場
所
=
福
祉
管

理
課
、福
祉
事
務
所
、保
育
園
、
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
民
事
務

所
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

ま
た
は
、
区
内
に
事
業
所
な
ど
を
持

つ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体

申
込
=
E

メ
ー
ル

ー
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送

※

氏
名
ま
た
は
名
称
(
法
人
や
団
体
の

場
合
は
代
表
者
の
氏
名
)
、住
所
を
明

記

期
限
=
2
月
2
7日

子
育
て
・
保
育
の
現
状
に
つ
い
て
の
意
見

な
ど
、
く
わ
し
く
は

福
祉
管
理
課
調
整
ま
で

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

(
3
8
8
0
)
5
6
1
4

f
-
k
a
n
r
i
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

区
に

は
2

通
り
の

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま
す

地域の「子育てサロン活動( 住民主導型) 」

社会福祉協議会では、区民の皆さんが主体
となり、地域で行う子育てサロン活動を支援
しています。ここでは、近隣の親子が気軽に
集まり、子育ての悩みや情報を交換して交流
を深めています。
現在、2 つの子育てサロンが活動中です。

自
分
の
家
み
た
い
(
サ

ロ
ン
・
ド
・
ボ
ニ
ー
タ
)

友だち、たくさん作ろうよ( キュー
ピット)

利用してみて 「子育てサロン」!

O歳から3 歳までの子どもを持つ親子ならだれでも、月曜
日から金曜日( 子育てサロン綾瀬は4月からは土曜日も開設)

の、午前10時から午後4 時まで、いつでも利用出来ます。親
も子も、新しい友だちが出来て、生活の中の楽しい時間が増
えます。
また、子育てサポーターが常駐しているので、子育てのこと

で悩みがあったら、気軽に相談してみてはいかがでしょうか。▲ 一緒に遊ぼうよ

子 育 て サロ ン が 増 え ます

16年度、新たに3 ヵ所新設され、子育てサロンは合
計4 ヵ所になります。

子育てサロン綾瀬( こども家庭支援センター内)
子育てサロン六月( ゆうあいの郷六月敷地内)

4 月開設予定
子育てサロン元宿( 区立元宿幼稚園内)

5月開設予定
子育てサロン鹿浜( 区立鹿浜幼稚園内)

5月開設予定
▲ ゆっくり遊べるよ

子
育
て
サ
ポ
ータ
ー
養
成
講

座
(
Aコ
ース
)受
講
生
募
集

区
で
は
、
親
子
み
ん
な
が
笑
顔
で

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
次
年
度
に
3
ヵ
所
の
「
子
育

て
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
、
ま
た
新
規

に
「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」
事

業
(
子
育
て
中
の
家
庭
に
訪
問
し
て

行
う
一
時
保
育
で
、
産
前
・
産
後
期
、

病
後
児
に
も
対
応
す
る
予
定
)
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

「子
育
て
サ
ロ
ン
」や
「子
育
て
ホ

ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
担
い
手
と

な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。あ
な
た
も
区
認
定
の
〝子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー〟
に
な
っ
て
、「子

育
て
サ
ロ
ン
」
や
「
子
育
て
ホ
ー
ム

サ
ポ
ー
ト
」
の
担
い
手
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

養
成
講
座
は
A
コ
ー
ス
(
6
日
間
、
3
6

時
間
で
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」従
事
)

と
B
コ
ー
ス
(
4
日
間
、
2
4時
間
で

「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」従
事
)

を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
は
A
コ
ー

ス
の
募
集
で
す
。

※
B
コ
ー
ス
(
4

月
ご
ろ
実
施
予
定
)
の
受
講
は
、
A

コ
ー
ス
修
了
者
と
な
り
ま
す

日
程

等
=
表
2

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
子
育
て
経
験
が
あ
り
、

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
意
欲
の
あ
る

区
民
で
、
全
日
程
受
講
出
来
る
方

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
3
千

円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
へ

期
限
=
2
月
1
0

日

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
6
)
1
3
3
3

表2　「子育てサポーター養成講座」( A コース) カリキュラム

応援します!
あ な た の

子 育 て

来 て! 　

見 て!

一 緒!

第
8
土
曜
日
は
「
家
族
ふ
れ
あ
い

の
日
」も
っ
と
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を

子
ど
も
た
ち
が
、
人
と
の
か
か
わ

り
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
築
く
た

め
に
は
、家
庭
の
役
割
が
大
切
で
す
。

昨
年
の
9
月
2
0日
か
ら
、「
家
族
ふ

れ
あ
い
の
日
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
育
て
中
の
家
庭
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
を
整
備

し
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す

ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
公
共
施
設
の
無
料
利
用
の

ほ
か
、「
ふ
れ
あ
い
親
子
入
浴
」
(
公

衆
浴
場
組
合
加
入
の
銭
湯
を
親
子
で

利
用
時
の
割
り
引
き
)
、「
ふ
れ
あ
い

親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
(ボ
ウ
リ
ン
グ
を

親
子
で
楽
し
む
時
の
割
り
引
き
)
な

ど
、
民
間
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
環
境
を

充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
「
親
子
お
は
な
し
シ
ア
タ
ー
」
に

参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
ち
ょ
っ
と
し

た
親
子
の
時
間
で
す
が
、
お
話
や
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
一
緒
に
見
た
こ
と

で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
ま
た
話
か
出

来
ま
し
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
各
図
書
館
で
は
、
親

于
同
け
の
事
業
な
ど
も
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
(
実
施
日
は
各
館
で
異
な

り
ま
す
)
。

毎
月
第
3
土
曜
日
は
、
各
施
設
に

問
い
合
わ
せ
の
上
、
家
族
一
緒
に
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。《

青
少
年
セ
ン
タ
ー
家
庭
教
育
》
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粗
大
ご
み
の
無
料
直
接
持
ち

込
み
先
が
増
設
さ
れ
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
を
、
本

人
が
区
の
指
定
す
る
場
所
に
直
接
持

ち
込
む
と
、
手
数
料
が
無
料
に
な
る

制
度
に
お
い
て
、
2
月
1
日
か
ら
持

ち
込
み
先
が
1
ヵ
所
増
設
さ
れ
ま

す
。
申
込
開
始
日
=
1
月
1
9日
㈲

持
ち
込
み
開
始
日
=
2
月
I
H

㈲

※
日
・
祝
日
の
み
持
ち
込
み
可
能
(
年

末
年
始
を
除
く
)

場
所
=
㈱
新
井

商
店
(
北
加
平
町
8
-
2
6
)

対
象
=

区
内
在
住
で
、
申
込
者
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
の
方
(
持
ち
込
み
の
際
、

身
分
を
証
明
す
る
も
の
の
提
示
が
必

要
)

個
数
=
I

回
に
つ
き
1
0個
ま

で
(
一
世
帯
あ
た
り
年
度
内
2
回
ま

で
)

申
先
=

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン

タ
1

啻
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

※
従
来
の
持
ち
込
み
先
で
あ
る
白
井

運
輸
㈱
(
鹿
浜
3
-
2
8
-
7
)

も
引

き
続
き
利
用
出
来
ま
す
。
く
わ
し
く

は
1
月
下
旬
に
各
戸
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
清

掃
課
計
画
係(

3
8
8
0
)
5
8
1
3

中
小
企
業
「
資
金
調
達
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
参
加
者
募
集

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
経
営
向
上

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
資
金

調
達
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
時
=
2
月
5
日
困
、午
前
1
0

時
～
正
午

場
所
=
区
役
所

申
込
=

事
業
所
名
、
参
加
者
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、「
資
金
調
達

ガ
イ
ダ
ン
ス
参
加
」
を
明
記

申
込
=

フ
ァ
ク
ス

申
・
問
先
=
経
営
支

援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

納
税
は
2
月
2
日
ま
で
に

1
5年
度
区
・
都
民
税
第
4
期
分
の

納
期
限
は
、
2
月
2
日
で
す
。
早
め

に
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
口
座
の
残
高
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
課
納

税
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
・
7

介
護
保
険
料
の
税
控
除

1
5年
中
に
介
護
保
険
料
を
支
払
っ

た
方
は
、所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
介
護
保
険

料
の
ほ
か
に
、
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
や
親
族
の
介
護
保
険
料
を
支
払

っ
た
場
合
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。申

告
の
際
、
領
収
書
の
添
付
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
書
に
支
払
っ

た
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
書
で
支
払
っ
た
金
額
は
、
領
収
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
天
引

き
分
は
、
1
月
下
旬
ご
ろ
社
会
保
険

庁
か
ら
届
く
源
泉
徴
収
票
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
分
は
、
1
2

月
に
振
替
済
通
知
書
を
郵
送
し
ま
し

た
。
問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管

理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

都
市
計
画
の
告
示

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
を
行
い
ま

し
た
。
区
域
=
東
伊
興
二
丁
目
、入

谷
四
丁
目
、
六
町
一
丁
目
、
西
加
平

二
丁
目
、
西
加
平
四
丁
目
、
そ
の
他

各
地
内

告
示
日
=
1
5
年
‥
H月
2
7日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
団
体

登
録
の
更
新
・
新
規
受
付

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
の
登
録
団
体

は
、エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
内
の
施
設
利
用

予
約
の
抽
選
に
参
加
出
来
ま
す
。
登

録
有
効
期
間
=
4

月
1
日
～
1
7年
3

月
3
1日

対
象
=
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
的
に
活
動
し
、
7
人

以
上
で
構
成
し
て
い
る
団
体
(
た
だ

し
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
除

く
)
で
、
か
つ
そ
の
構
成
員
の
7
割

以
上
が
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

申
込
=
所
定
の
申
請
書
を
持
参
ま
た

は
郵
送

※
申
請
書
は
男
女
参
画
プ

ラ
ザ
窓
口
で
配
付

期
限
=
3
月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ

ラ
ザ

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

公
団
ハ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
新
田

一
番
街
(
第
2
次
)
新
規
賃
貸
住

宅
入
居
者
募
集
(
地
元
優
遇
枠
)

対
象
=
1
月
3
1
日
現
在
、
3
ヵ
月
以

上
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
場
所
=

新
田
三
丁
目
3
6
番
2
・
3
号
募
集

戸
数
=
2
0
5
戸
住
宅
型
式
=
1
L
D

K
(
5
1
・
3
5
㎡
)
～
2
L
D
K
+
S
　

(
9
8
・
1
8
㎡
)
募
集
期
間
=
1
月
3
1

日
～
2
月
1
6
日
入
居
予
定
時
期
=

3
月
下
旬

問
先
=
公
団
ハ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
現
地
案
内

所
)

※
募
集
期
間
中
、午
前
1
0時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
開
設

0
1
2
0
(
5
9
4
)
5
0
3

住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

夕
焼
け
放
送
の

時
間
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、
2
月
か
ら
4

月
ま
で
午
後
5
時
に
な
り
ま

す
。
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー
管
理
支
援
係

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
=
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
ひ
と
り
親

世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者

世
帯
・
多
子
世
帯
。
特
に
所
得
の
低

い
一
般
世
帯
・
車
い
す
使
用
者
世

帯
)
、
単
身
者
、
単
身
者
用
車
い
す
使

用
者
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
申
込
用
紙

配
布
期
間
=
2
月
2
日
～
1
0
日
(
土
・

日
曜
は
除
く
)

配
布
場
所
=
住
宅

管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定
枚

数
に
達
し
次
第
配
布
終
了
)

※
募

集
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
申
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

統
合
新
校
名
は
「
千
寿
双
葉

小
学
校
」

1
5年
1
2月
1
6日
開
催
の
第
四
回
区

議
会
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
、「
足

立
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
が
議
決
さ
れ
、
千
寿

第
三
小
学
校
と
元
宿
小
学
校
の
統
合

新
校
(
1
7年
4
月
開
校
予
定
)
の
名

称
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
校
名
に
つ

い
て
は
両
校
の
児
童
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
か
ら
広
く
募
集
し
、
応
募

さ
れ
た
1
6
7通の
中
か
ら
、
千
住
西
地

区
統
合
地
域
協
議
会
(
以
下
協
議
会
)

に
お
い
て
校
名
案
を
絞
り
ま
し
た
。
2

つ
の
小
学
校
が
お
互
い
の
持
ち
味

を
生
か
し
て
統
合
す
る
様
子
を
「
双

葉
」と
い
う
名
称
に
込
め
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
で
も
、「
歉
櫨
は
双
葉
よ
り

芳
し
」
(
大
成
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
ケ
意

味
)
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
を

託
す
新
校
の
名
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
と
い
ラ
意
見
も
出
ま
し
た
。
今
後

協
議
会
で
は
、「
千
寿
双
葉
小
学
校
」

の
校
歌
や
校
章
の
検
討
に
入
り
ま

す
。
問
先
=
適
正
配
置
課
適
正
配

置

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
8

就
学
相
談
員
(
非
常
勤

職
員
)
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
小
・
中
学
校
の
教
員
資
格
ま

た
は
心
理
学
な
ど
の
学
科
を
履
修

し
、
障
害
児
教
育
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
有
す
る
方

雇
用
条
件
=
週
3
0

時
間
勤
務

雇
用
期
間
=
一
年
以

内
(
4

回
ま
で
更
新
可
)

報
酬
=

月
額
2
2万
円

募
集
人
員
=
1
人

選
考
=
書
類
お
よ
び
面
接

採
用
予

定
日
=
4
月
I
H

申
込
=
写
真
を

添
え
た
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
、
障

害
児
教
育
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
8
0
0

字
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
を
持
参

ま
た
は
郵
送

期
限
=
2
月
1
3日

申
・
問
先
=
学
務
課
心
身
障
害
就
学

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
6

1
6年
度
　
鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)
指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年

生
)
・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年

生
)
の
引
率
指
導
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。
対
象
=
教
員
免
許
所
持
者

お
よ
び
卒
業
時
取
得
見
込
み
の
方

期
間
=
担
当
す
る
各
学
校
の
出
発
時

か
ら
帰
校
時
ま
で

謝
礼
=
1
回
の

引
率
に
つ
き
3
万
3
千
2
0
0円(
税
込

。
1
5

年
度
実
績
額
)

※
別
途
担
当
校

ま
で
の
往
復
交
通
費
と
食
事
支
給

申
込
=
電
話
(
後
日
、
応
募
用
紙
を

送
付
し
ま
す
)

※
5
月
か
ら
一打
年
2

月
(
複
数
回
希
望
可
)
で
調
整
し

て
担
当
校
を
決
定

期
限
=
3
月
1
0

日

申
・
問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

1
6年
度
団
員
募
集

小
学
校
4
～
6
年
生
で
構
成
さ
れ

る
、
足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
の
1
6

年
度
新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
4
月
に
新
し
く
小
学
校
4
・
5

年
生
に
な
る
、
区
内
在
住
・
在
学

の
音
楽
に
関
心
の
あ
る
児
童

定
員
=

▽
新
4
年
生
…
2
0人

▽
新
5
年

生
・
:
1
0人
(
ど
ち
ら
も
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
)

申
込
=
申
込
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送

応
募
期
限
=
2
月
1
3

日

※
文
化
事
業
係
お
よ
び
区
内

小
学
校
、
生
涯
学
習
振
興
公
社
各
施

設
に
あ
る
募
集
用
紙
の
内
容
を
確
認

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
練
習

見
学
会
も
開
催
し
ま
す

申
・
問
先
=

文
化
事
業
係(

3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
春
の
ふ
れ
あ
い
合
唱
団
」

参
加
者
募
集

4
月
一
H
日
に
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
、
「
第
1
5
回
春
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加
す
る
女
声

合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
練
習

日
程
=
1
月
2
9
日
～
4
月
8
日
、
基

本
は
木
曜
日
(
全
1
0
回
)
、
午
後
6

時
3
0
分
～
9
時
練
習
会
場
=
こ
ど

も
科
学
館
ほ
か

指
導
=
田
口
芳
子

氏
(
コ
ー
ル
ーヴ
ェ
ガ
常
任
指
揮
者
)

曲
目
=
女
声
合
唱
の
た
め
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
「
越
後
の
恋
歌
」
よ
り
、
Ⅲ
・

越
後
の
恋
歌

費
用
=
3

千
円

申

込
=
I
回
目
の
練
習
日
に
直
接
会
場

へ

申
・
問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

消
防
設
備
点
検
の
た
め
、
区
役
所

全
館
を
閉
館
し
ま
す
。
当
日
は
、
庁

舎
ホ
ー
ル
・
区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ご
利
用
に
な

れ
ま
せ
ん
。
日
程
=
2
月
1
4日
倒
・
1
5

日
㈲

問
先
=
庁
舎
管
理
課
設
備

(
3
8
8
0
)
5
8
2
7

図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の
た

め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
(
表
1
)
。
開
館
中
の
図
書

館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

中
央
図
書
館(

5
8
1
3
)
3
7
4
0

表1　 臨時休館日一覧

※やよい図書館は4 月30日まで
休館

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
情
報

資
料
室
の
臨
時
休
館

特
別
整
理
期
間
の
た
め
休
館
に
な

り
ま
す
。
期
間
=
2
月
1
5
日
～
2
1
日

ま
で

問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

都
市
農
業
公
園
臨
時
休
園

館
内
消
毒
お
よ
び
設
備
点
検
作
業

の
た
め
、
臨
時
休
園
し
ま
す
。

休
園
に
伴
い
、
駐
車
場
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
園
内
各
施
設
も
利
用
出
来

ま
せ
ん
。
日
程
=
1
月
2
8日
南
・
2
9

日

問
先
=
都
市
農
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

ありがとうございました
区育英資金に対し、寄付をいただ きま

した( 五十音順・敬称省略) 。 芦川一男/

足立明るい社会づくりの会/ 足立区千

住旭町商店街振興組合/NPO 法人すま

いの相談室/ 金子政雄/ 華園夢乃/ 中村

あきら 問先= 学務課助成係

3880- 5977
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住
宅
改
良
な
ど
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

金
融
機
関
の
融
資
を
受
け
、
住
宅

内
の
段
差
解
消
、
子
ど
も
部
屋
や
高

齢
者
専
用
部
屋
の
増
築
・
改
築
、
間

仕
切
り
変
更
を
行
う
工
事
(
助
成
限

度
額
3
0万
円
)
と
、
耐
震
診
断
(
助

成
限
度
額
上
戸
建
住
宅
5
万
円
、
共

同
住
宅
2
0万
円
)
に
つ
い
て
助
成
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
住
宅
管

理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

時
速
1
3
0㎞
で
の
走
行
試
験

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
1
7年

秋
開
業
に
向
け
準
備
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
新
型
車
両
に
よ
る
走
行

試
験
を
第
1
期
、
第
2
期
、
全
線
と
3

期
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す
。

第
1
期
走
行
試
験
は
1
5年
4
月
か

ら
7
月
に
か
け
て
、
守
谷
～
小
貝
川

橋
間
(
1
.
5㎞
)
で
各
種
試
験
を
、
最

高
速
度
時
速
6
0㎞
で
、
延
べ
2
千
5
0
0

に
m走
行
し
、順
調
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
か
ら
は
、
守
谷
～
み
ど

り
の
間
(
1
3
に
m
)を
使
用
し
、
最
高

速
度
時
速
1
3
0にmで
の
走
行
試
験
を
含

む
第
2
期
走
行
試
験
に
入
り
ま
す
。

全
線
走
行
試
験
の
時
期
は
未
定
で

す
が
、
営
業
運
転
と
同
じ
条
件
で
走

行
試
験
を
行
い
ま
す
。
問
先
=

つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
9

公
園
な
ど
の
自
主
管
理
・
花

壇
管
理
を
行
な
う
団
体
・
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
公
園
や
児
童
遊
園
を
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
の
庭
」
と

し
て
自
ら
の
手
で
管
理
す
る
制
度
を

広
げ
て
い
ま
す
。
対
象
=
町
会
・
自

治
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
会
な
ど
の

組
織
や
、
地
域
美
化
活
動
に
寄
与
す

る
法
人
、
民
間
団
体
な
ど
、
継
続
的

に
活
動
が
可
能
な
グ
ル
ー
プ

内
容
=

▽
公
園

。児
童
遊
園
の
管
理
・
:週
1

回
以
上
の
清
掃
作
業
(
清
掃
道
具

な
ど
を
購
入
す
る
活
動
費
を
支
給
)

▽
公
園
内
の
花
壇
管
理
・
:草
花
・
苗

な
ど
の
植
え
付
け
、
育
成
作
業
(
活

動
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
)

※
ど

ち
ら
も
区
と
協
定
を
結
び
ま
す

申
・
問
先
=
親
水
緑
地
係

(
5
6
8
0
)
0
8
2
2

2 月 の 国 民 年 金 の 相 談
国民年金の加入・喪失等の手続きや、保険料の納付につい
て、相談を受け付けます

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
1 月27 日

から受け付け

資
産
デ
フ
レ
時
代
の

土
地
活
用
の
講
演
会

ア
パ
ー
ト
経
営
と
定
期
借
地
権
契

約
と
の
複
合
対
策
に
よ
る
土
地
活
用

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
税
金
や

普
通
借
地
権
と
の
違
い
も
分
か
り
ま

す
。
日
時
=
2
月
2
4
日
㈹
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
区
役

所

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

※
講
演
会
終
了
後
、
午
後
4

時
3
0分
ま
で
、
希
望
に
よ
り
個
別

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

問
先
=
住

宅
課
計
画
推
進(

3
8
8
0
)
5
2
7
3

区
立
小
学
校
・
心
身
障
害
学
級

連
合
学
習
発
表
会

心
身
障
害
学
級
に
通
う
子
ど
も
た

ち
が
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
、

楽
し
い
劇
や
歌
、
工
作
や
絵
画
な
ど

で
発
表
し
ま
す
。
日
時
=
▽
舞
台

発
表
・
:
2
月
2
0
日
脚
、
午
前
9
時
～

正
午
▽
作
品
展
示
…
2
月
1
8
日
～

2
0
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
※

2
0日
は
午
後
2
時
ま
で

場
所
=

▽

舞
台
発
表
…
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

▽
作
品
展
示
…
教
育
研
究
所

問
先
=
学
務
課
心
身
障
害
就
学

(
3
8
8
0
)
5
9
7
6

ひ
だ
ま
り
タ
イ
ム

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
一
緒

に
楽
し
も
う
。
日
時
=
2
月
1
4日

出
、
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
西
部

児
童
館

対
象
=
幼
児
以
上

内
容
=

キ
ラ
リ
ン
☆
王
と
一
緒
に
焼
き
い

も
大
会

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

講
座
「
障
害
の
あ
る
子
も
安
心

し
て
生
活
出
来
る
地
域
作
り
」

日
時
=
1
月
3
1
日
、
午
後
2
時
～

3
時
3
0分

講
師
=
橋
場
隆
氏
(
筑

波
大
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西

部
児
童
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

女
性
セ
ミ
ナ
ー
2
「
子
育
て
の

不
安

、一
人
で
悩
ま
な
い
で
!

」

日
程
等
=

表
2

場
所
=

エ
ル
・
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方

定
員
=
4
0
人
(

先
着

順
)

申
込
=

電
話

※
保
育
あ
り

(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前

、定
員
1
5
人
)

申
・
問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　 女性セミナー日程等

※ いずれも金曜日。時間は午前10時～正午

お
は
な
し
会
と
絵
本
づ
く
り

「
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
」
が
や
っ

て
く
る

「
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
の
小
道
具
」

な
ど
の
著
者
、
藤
田
浩
子
さ
ん
の
お

は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
に

か
え
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
日
時

=
2
月
1
7
日
内
、
午
後
2
時
～
3
時

3
0分

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

講
師
=

藤
田
浩
子
氏
(
語
部
)

定
員
=
2
0
0

人
(
先
着
順
)

※
子
ど
も
可
(
保
育

無
し
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

内
容
=
言
葉
遊
び
・
世
界
の
お
は
な

し
・
手
遊
び
の
技
を
使
っ
た
お
は
な

し
会布

絵
本
入
門
講
座
(
3
日
制
)

布
の
絵
本
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
時
=
3
月
4
日

。‥
H日
・
1
8

日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
後
1

時

講
師
=
東
和
布
絵
本
サ
ー
ク
ル

た
ま
ご
文
庫

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
費
用
=
5
0
0円

(材
料
費
代
)

申
込
=
往
復
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、「
布

絵
本
講
座
」
を
明
記

期
限
=
2
月
1
0

日
消
印
有
効

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
中
央
図
書
館
児
童
係

〒
1
2
0・0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5
　
　
　

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

セ
ミ
ナ
ー
「
共
感
さ
れ
る
市

民
活
動
に
資
金
は
集
ま
る
」

様
々
な
社
会
問
題
に
取
り
組
む
市

民
活
動
団
体
に
と
っ
て
、
悩
み
の
種

は
資
金
。
活
動
の
財
源
や
、
資
金
を

集
め
る
た
め
に
必
要
な
団
体
の
あ
り

方
な
ど
、
市
民
活
動
の
発
展
に
不
可

欠
な
資
金
繰
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
2
月
5
日

困
、
午
後
6
時
～
8
時
申
込
=
電

話

場

。申
・
問
先
=
N
P
O
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
(
梅
田
7
-
1
3
-
1
)

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
演
し
ま
す
。
日
時
=
2

月
1
4

日
、
午
前
‥
H時

内
容
=

▽
「
小

泉
家
の
袒
午
」
(
2
1分
)
…
荒
川
区
尾

久
の
元
料
理
屋
の
行
う
稲
荷
祭
り

▽
「
伝
統
に
生
き
る
　
ー
桶
ー
」
(
2
0

分
)
…
荒
川
区
の
桶
職
人
の
手
業
を

紹
介

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
1
0
回
プ
チ
展
示

「
平
成
1
5年
度
の
出
土
遺
物
」
展

日
時
=
2
月
7
日
～
4
月
1
1日
、
午

前
1
0時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・
祝

日
も
開
館
)
内
容
=
今
年
度
行
っ

た
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
古

墳
・
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
物
を
展

示

場
・
問
先
=
伊
興
遺
跡
公
園
展

示
館

　
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

講
演
と
料
理
教
室

食
と
健
康
に
関
す
る
講
演
と
、
小

松
菜
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
使
っ
た
料

理
教
室
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
2

月
6
日
脚
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

3
0分

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

持
参
=
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
布

き
ん

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
農
産
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

明
る
い
選
挙
推
進
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
覧
会

今
年
度
の
選
挙
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
(
3
5
1
点
)
の

う
ち
、
区
内
の
小
中
学
校
の
作
品
各

2
0
点
(
金
賞
I
点
、
銀
賞
3
点
、
銅

賞
6
点
、
佳
作
1
0
点
)
を
展
示
し
ま

す
。
期
間
=
3
月
8
日
～
1
4
日

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

審議会・審査会等日程一覧( 2月分)
会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 2 月実施分)

「公有財産の活用構想」のパブリックコメントに対
する区の考え方(回答)を発表しました。くわしくはお
問い合わせください。 問先= 政策課 　3880- 5812

掲
示

板

第
2
6回
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都

民
住
宅
・
指
定
法
人
管
理
型
都
民
住

宅
空
き
家
入
居
者
募
集

所
在
地
=
都
内
全
域

募
集
戸
数
=

約
千
9
0
0
戸

申
込
用
紙
販
売
期
間
=
1

月
2
9日
～
2
月
1
2日

販
売
場
所

の
問
先
=
公
社
募
集
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス

(
3
4
0
7
)
3
1
2
0

問
先
=
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

(
3
4
0
9
)
2
2
4
4
　

労
働
基
準
法
の
改
正

1
月
1
日
よ
り
有
期
労
働
契
約
一

解
雇
・
裁
量
労
働
制
に
関
す
る
改
正

が
あ
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
足

立
労
働
基
準
監
督
署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

ひ
ろ

ば

=会
員
募
集
=

★
ア
ー
ト
ク
レ
イ
エ
房
M

木
曜
、

午
前
1
0時
・
午
後
2
時
/
舎
人
5
-
5
-
H
/

銀
粘
土
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ

サ
リ
ー
制
作
/
月
額
2
千
5
0
0円(
材

料
費
別
)
・
入
会
金
(
千
5
0
0円)
/
岡

(
3
8
5
5
)
8
2
1
5

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「
絵

夢
」
火
・
金
・
土
曜
、
午
前
1
0時
・

午
後
2
時
/
舎
人
地
区
/
入
会
金
無

料
、
月
額
2
千
8
0
0円(
花
代
込
)
/

牧

　
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
無
名
の
会
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

毎

週
日
曜
/
荒
川
河
川
敷
ほ
か
/
月
額

千
円
/
老
若
男
女
不
問
/
堀
江

0
9
0
(
3
8
0
0
)
3
7
1
5

★
女
性
合
唱
い
ず
み
コ
ー
ラ
ス

月
2

回
木
曜
、
午
後
1
時
～
3
時
/
舎

人
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3
千
5
0
0

円
/
秋
山(

3
8
9
9
)
8
2
4
4
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所
得
税
の
つ
づ
き

還付申告
申告書の提出場所・問い合 わせ先= 足立

税務署および西新井税務署( 1 面の表2)
次に該当する場合は、確定申告をすると源

泉徴収された所得税が還付されることがあり
ます( 還付申告は1 月から受け付けていま
す) 。必要書類や、その他の控除については
税務署にお問い合わせください。

①マイホームを持ったとき…マイホームをローンで取
得、増改築し、所定の要件を備えている方は、控除
期間10年、控除率1% の住宅ローン減税が受けられ
る場合があります
②医療費を支払ったとき
③中途退職したとき
④退職所得があったとき…退職所得を含めて申告する
ことによって源泉徴収された所得税から定率減税を
受けられる場合、還付申告をすることが出来ます

申告ワンポイント( ! )
配偶者のパート収入と税金
パート収入のある方… 年収が103万円以下であれば、所得
税はかかりません( 住民税の場合は100万円以下)
パート収入のある方を配偶者にしている方の控除… 控除
を受ける方の配偶者控除額・配偶者特別控除額は、配偶
者の収入金額によって決まります( 表3) 。ただし、控除
を受ける方の合計所得か1, 000万円を越える場合は配偶
者の収入金額にかかわらず、配偶者特別控除は受けられ
ません
確定申告するうえでの注意
定率減税か15年分も行われます。減税額は、所得税額の20%(

上限25万円) です
昭和14年1 月1 日以前に生まれた方は、老年者控除が受
けられます ※ 合計所得金額が1, 000万円以下の方のみ
医療費控除は、出産育児一時金や生命保険会社からの入
院給付金など、補てんされる金額を差し引くことになり
ます。また、領収書の添付が必要です
生命保険の満期金や一時金を受け取った場合は、一時所
得として申告が必要かどうか、生命保険会社などからの
書類で確認してください
所得控除
65歳以上で、福祉事務所長から身体障害者などに準ずる
と認定されている方は、障害者控除が認められます
介護保険サービスの利用費は、医療費控除が認められる
場合があります

消 費税 ・
地方消費税

申告期限=3 月31日(水)
申告場所= 足立税務署および西新井

税務署( 1 面の表2)

申告が必要な方
①平成13年中( 基準期間) の課税売上高が3, 000万円
を超える事業者
②「消費税課税事業者選択届出書」を提出した事業者

消費税が変わります

16年4 月1 日以降開始する課税期間から、事業
者免税店制度の適用上限が課税売上高1, 000万
円( 現行3, 000万円) に、簡易課税制度の適用
上限が課税売上高5, 000万円( 現行2 億円) に
引き下げられます
16年4 月1 日から、課税事業者が消費者に対し
て商品などの取引価格を表示する場合に、消費
税額( 地方消費税を含む) を含めた価格を表示
することが義務付けられます

贈与税
申告期間=2月2日(月) ～3月15日(月)
申告場所= 足立税務署および西新井税

務署( 1 面の表2)

申告が必要な方
①平成15年中に贈与を受けた財産の合計額が110万円
を超える方

②「相続時清算課税」を選択した方
③「配偶者控除」「住宅取得資金等の贈与の特例」の適
用を受ける方

申告アドバイス
税務署( 足立・西新井) では、2月22日 ・29日
に、所得税・贈与税・個人消費税の確定申告書作
成のアドバイスと、申告書の受け付けを行います。
無 料 相 談
東京税理士会による無料相談を行います( 表4)

いずれも
問先= 足立税務署　3870- 8911 ㈹

西新井税務署　3840- 1111 ㈹

表3　 配偶者控除と配偶者特別控除

※ 住民税とは控除額が異なります
※ 表中「配偶者特別控除」の口 部分については、平成16
年分以降の所得税から控除として適用されません

表4　 東京税理士会による無料相談

※ いずれも相談時間は、午前9時30分～正午・午後1時～
3時30分。受け付けは午後3 時まで。早めに締め切る場
合があります
※ 税理士のニセモノに注意してください

区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

マ
イ
ク
を

握
っ
て
、

区
内
を

飛
び
回
ろ
う
!

区
内
の
旬
の
話
題
や
ニ
ュ
ー
ス
を

お
届
け
し
て
い
る
広
報
番
組
「
情
報

キ
ャ
ッ
チ
H
‥
好
き
で
す
。
あ
だ
ち
」
　

(
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
で
放
映

中
)
。
区
で
は
、
地
域
の
ホ
ッ
ト
な
情

報
を
取
材
し
、
足
立
区
の
今
を
番
組

で
伝
え
る
区
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
採
用
=
4
月
1
日
～
找
一

年
3
月
(
2

年
間
)

※
取
材
・
撮
影

は
、
1
番
組
に
つ
き
2
日
間
程
度
。

昼
夜
問
わ
ず

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
で
、
好
奇
心
お
う
盛
な
方
(
男

女
・
経
験
は
不
問
)

内
容
=
番
組
の

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
取
材
し
、
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
区

内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す

定
員
=
1
人
(
選
考
)

申
込
=

市
販
の
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
に
、必

要
事
項
を
記
入
し
、「
作
っ
て
み
た
い

番
組
」
に
つ
い
て
4
0
0字程
度
に
ま
と

め
て
送
付

期
限
=
2
月
2
7日
消
印

有
効

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

応
募
・
問
先
=
広

報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
〝
声
〟

を
区
政
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
区
政
モ

ニ
タ
ー
か
ら
区
政
運
営
の
方
向
性
や

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺

い
、
各
施
策
の
計
画
立
案
に
生
か
す

と
共
に
、
区
政
に
対
す
る
理
解
や
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
=
次
の

す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
方
…
満
2
0

歳
以
上
(
1
6
年
4
月
1
日
現
在
)
/

区
内
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住

し
て
い
る
(
日
本
語
が
で
き
る
外
国

人
を
含
む
)
/
都
内
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
で
な
い
/
過
去
2
年
間
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い

募
集
人
数
=
1
0
0人

謝
礼
=
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
I
回
に
つ
き
5
0
0円

申
込
=
2

月
1
3日
ま
で
に
電
話
で
応
募
用

紙
を
請
求

※
応
募
方
法
な
ど
は
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
、
フ
ァ
ク
ス
・

音
声
情
報
サ
ー
ビ
ス
(
番
号
1
8
5
7
)

で
も
案
内
し
て
い
ま
す

申
・

問
先
=
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
・
:区
政
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
報
告

書
と
し
て
区
内
各
図
書
館
や
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
※
ア
ン
ケ
ー
ト
は
年
5

回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
1
5年
度
は
、

「
道
路
等
の
改
修
・
維
持
管
理
」
「
文

化
芸
術
振
興
施
策
≒
区
民
活
動
と
行

政
の
関
わ
り
≒
危
機
管
理
」
な
ど
が

テ
ー
マ
で
し
た

▽
そ
の
他
の
広
聴
業
務
・
:区
政
全
般

に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要
望
な

ど
の
提
供
や
、
区
が
依
頼
す
る
広
聴

業
務
へ
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
任
期
は
2
年

今
回
募
集
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
任

期
は
、
4
月
1
日
か
ら
1
8年
3
月
3
1

日
ま
で
で
す
。

定
員
は
2
0
0人

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
定
数
は
2
0
0人
で

す
。
毎
年
1
0
0人
ず
つ
入
れ
替
え
て
募

集
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法

年
5

回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
回
答

出
来
ま
す
。
回
答
の
た
め
に
来
庁
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

ファクス・音声情報サービス
区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます

専用電話 　3889- 3399
ファクスの場合　救急指定医療機関名簿は… コード1101

税証明請求( 郵送) は… … コード1642
※ 税証明書の郵送請求方法・交付申請書の出力

新
春
を
祝
っ
て

「
初
釜
」
「
謡
曲
」
「
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
」

1
月
H
日
、
郷
土
博
物
館
で
は
初
釜
や
郷
土
芸
能
が

披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
方
は
新
年
の
ひ
と
と
き
を
た
ん

能
し
て
い
ま
し
た
。

博
物
館
に
隣
接
し
た
臨
渕
亭
で
初
釜
や
謡
曲
が
披
露

さ
れ
る
と
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
な
ど
は
新
春
の
雰
囲

気
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
中
庭
で
は
、
お
囃
子
や
獅
子
舞
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

初
春
は
よ
き
伝
統
と

共
に

獅
子
舞
で
今
年
も
願

う
、家
内
や
く
除
け

ワ
ラ
に
祈
り
を
託
し
て

じ
ん
が
ん
な
わ

1
月
7
日
、
新
春
の
恒
例
行
事
「
じ
ん
が
ん
な
わ
祭

り
」
が
大
乗
院
(
西
保
木
間
2
-
1
4
-
5
)
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
ワ
ラ
で
作
っ
た
大
蛇
を
境
内

の
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
掛
け
、
一
年
の
無
病
息
災
を

祈
る
も
の
で
す
。
4
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
、
区

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
寒
さ
の
な
か
、
午
前
9
時
ご
ろ
か
ら
、
保
存

会
会
員
や
見
学
者
、
体
験
学
習
の
小
学
生
た
ち
に
よ
っ

て
ワ
ラ
が
編
み
始
め
ら
れ
、
長
さ
6

・
胴
回
り
8
0

の
大
蛇
が
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
登
っ
た
の
は
、
ち
よ

う
ど
お
昼
ご
ろ
。

訪
れ
た
人
た
ち

に
は
、干
し
た
ダ
イ

コ
ン
の
葉
が
入
っ

た
「干
葉
粥
」
が
振

舞
わ
れ
て
、冷
え
た

身
体
を
暖
め
て
い

ま
し
た
。

大
蛇
は
、
オ
オ
イ

チ
ョ
ウ
の
木
の
上

か
ら
地
域
を
見
守

り
続
け
ま
す
。
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